
日本のガイドラインでもLAMAに次にLAMA/LABAとなっています。 



LAMAはM3に長期のブロックします。一方アセチルコリンの過剰分泌をコントロール 
するM2には短期しかブロックしません。 



アセチルコリンの作用部位のムスカリン受容体とβ２受容体では 
部位が異なるようです。 



基本はスピリーバレスピマットです。 
喘息と異なり効果は１か月以上かかりますので経過観察がCOPDの場合は 
大事です 





一つのメーカーでの移行は便利と考えています。 



LABAを中心とした移行も可能です。 
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